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ースポー ツ科学センタ (SSC)の運営開始！ ！
(2019年4月）
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盲知パシフィックウェ ー プ選手の最大酪素摂取呈測定
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春野総合運動公園（高知県高知市春野町芳原2485）

平成31年4月
春野総合運動公園体育館の地階に
高知県スポーツ科学センター設置

(公財)高知県スポーツ振興財団へ
管理・運営を委託
　委託料：R4年度　35,634千円

体育館

◆施設概要
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整備施設：測定サポート室（約190㎡）、更衣室、シャワー室、
トイレ、事務室、体育館へのエレベーター、空調設備

スタッフ：アスレティックトレーナー（AT）１名、
 専門職員４名（体力測定、事務担当）
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◆目的
スポーツ現場において行われる、健康増進や競技力向上
に向けた技術練習・トレーニングが、年齢・体力・競技
特性等に応じて合理的かつ効率的・効果的に行われるよ
う、スポーツ医科学の見地から様々なサポートを行う。

◆主な役割
1. パフォーマンス向上支援(体力測定・トレーニング指導等)
2. 健康づくり支援（運動プログラムの提供等）
3. 指導者やサポート人材の育成
4. スポーツ科学の研究
5. スポーツ医科学関連情報の発信・活用
6. スポーツ医科学地域拠点への支援

4



１．パフォーマンス向上支援事業

対象者 内容 対応スタッフ

スポーツ愛好者 一般体力測定 身長・体重・体組成や基本的な体力の測定 SSCスタッフ

アスリート

①メディカルチェック 医療機関による内科系・整形外科系の医学
的検査 医療機関医師

②専門体力測定 専門機器を活用した瞬発系や持久系などの
体力測定 SSCスタッフ

③コンディショニング(
トレーニング)サポート

専門体力測定の結果等によるトレーニング・
コンディショニング指導

SSCスタッフ(AT)
ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ

④栄養サポート
体づくりや体調管理のための栄養素の摂り方
などの指導・助言 栄養サポートスタッフ

実際の食事メニューの分析、改善指導 栄養サポートスタッフ

⑤メンタルサポート 専門指導者によるメンタルコントロールサポート 心理サポートスタッフ

⑥動作分析 選手の基本技術の動作を映像から分析 SSCスタッフ
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ分析ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ

⑦ゲーム分析
チームや個人のゲーム中のパフォーマンスをデー
タ化・映像化して分析 ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ分析ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ

※下線は外部スタッフ・協力機関
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◆運営体制

AT 専　門　職　員

SSC

業務依頼
協力・助言

AT・PT等 スポーツ栄養士・
管理栄養士

スポーツ心理学
研究者

競技団体映像・情報
分析スタッフ等

サポートチーム

コンディショニング
サポートスタッフ

栄養サポート
スタッフ

心理サポート
スタッフ

パフォーマンス分析
サポートスタッフ

協　力　

高知県
医師会

高知県
スポーツ
ドクター
協議会

高知県
社会福祉
協議会

高知県
栄養士
会

民間
事業者

高知県
ｱｽﾚﾃｨｯｸ
トレーナー
協議会

高知県
ｽﾎﾟｰﾂ協会
ｽﾎﾟｰﾂ医科
学委員会

スポーツ
医科学
専門機関

大学
高知県

スポーツ栄養
士研究会

高知県
理学療法
士協会

県スポーツ課

・専門企画員(元JISS研究員)
・スポーツ医科学担当

医科学支援事業へ
の協力・助言を依頼
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◆R3年度実績

専門体力測定：498名
一般体力測定：51名

メディカルチェック：267名

各種サポート
コンディショニング：344件
心理　：4件
栄養　：27件
パフォーマンス分析：9件
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※出張サポート料金：派遣スタッフ1名につき10,000円＋旅費

9



◆PFへの選手育成強化事業予算
R4年度　　131,976千円

　（県スポーツ協会補助金として計上。国体派遣費は含まない。）
※R3年度までのスポーツ医科学活用予算はSSC管理運営委託料
に組み替える（6,615千円）。

　PFの強化計画に基づき、利用料を支払って測定・サポート実施。
　（SSC利用料は補助対象経費）

◆課題
●スポーツ医科学の活用については、高知県スポーツ振興県民会
議において、毎回委員から医科学支援の重要性や充実について
意見が上がるが、データや情報を競技力の向上に生かしきれてい
ない団体が見られる。
●スポーツ医科学活用の定着が一部の競技種目に限られていると
ともに、活用している団体においても頻度や内容が限定的である。
●SSCの専門スタッフが不足している。

10



令和4年度 スポーツ医科学の活用の推進に向けた取組 

PFの年間計画に基づき、計画的にスポーツ医科学を活用でき
るよう、SSCが競技団体の計画作成をサポート

令和３年度まで
・競技団体が作成する選手育成強化の年間計画に基づき、スポー
ツ医科学サポートを利用（SSCは年間計画の作成には関与してい
ない）。

令和４年度から
・希望する競技団体とSSCが協働してスポーツ医科学に係る年間
計画を作成。
 計画に基づいてスポーツ医科学サポートを利用した場合は、利
用料を徴収しない（R4年度の管理運営委託料6,155千円を増額）。
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◆R4年度実績

　体力測定利用者数
　4月：130名（月間過去最高）
　5月：58名　※5/15現在

各種サポート件数・利用者数
　4月：33件,182名
　5月：43件,246名　※5/15現在

前年度より大幅な利用者増が見込まれる。
⇒ 外部サポートスタッフへの協力依頼が不可欠
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